
第６号様式 

随意契約について 

公表年月日 令和８年７月１日 

担 当 課 市民部 市民課 

 

契約業者名・住所 富士フイルムシステムサービス株式会社・東京都板橋区坂下一丁目１９番１号 

工事等の名称 松戸市戸籍入力等業務委託 

工事等の場所 松戸市の指定する場所 

種 別 戸籍入力等業務委託 

工事等期間 令和８年４月１日から令和９年３月３１日まで 

契約金額 15,708,000 円（消費税及び地方消費税相当額を含む） 

工事等の概要 戸籍届書の入力及び関連業務の支援に係る業務 

随意契約の理由 戸籍届書入力は、国民の親族的身分関係を登録・公証する戸籍簿への登録を行う業務となる。入力に当た

っては、単なる機械的な入力作業ではなく、戸籍事務に関する専門的知識を必要とする。戸籍届書には、出

生・死亡・婚姻・離婚をはじめ、３０種以上の届出があり、それぞれに入力方法が異なっている。また、届

書に添付される従前戸籍に記載されている記載例は、新旧あわせて 2,000 以上の種類があり、入力者はそれ

らを適切に読み込みのうえ判断し、戸籍入力に反映させる必要がある。戸籍訂正についても職権によるもの

から裁判所の判決によるものまで様々な事例があり、定型的な戸籍の記載例が示されていないものも数多く

ある。また、戸籍届書や戸籍訂正書により戸籍がどのように変動するかについての知識も必要とされる。 

 戸籍電算化された戸籍事務は、そのすべてをシステム上で処理を進めていく。本委託業務においても、業

務の基盤となるものはシステムであり、委託事業者にはシステムに不具合があった際の回避方法や、入力エ

ラーが生じた際の原因究明など戸籍システムを熟知していることが求められる。また、戸籍システムは法務

省から提示されている基準書に基づいて開発されており、入力エラーが生じた際、その原因が基準書規定で



あるのか、法令上エラーが生じているのか判断をしていく必要がある。その他、戸籍業務を円滑に運用する

ためには、新規文字や各種辞書更新など当市の使用する戸籍ソフトスキルの保持も必要となる。 

 

富士フイルムシステムサービス株式会社は、平成１９年１２月に戸籍の電算化を受託した業者であり、上

記の内容についても熟知している業者である。また、戸籍入力等業務委託について、平成２３年度～令和７

年度まで受託している実績もある。さらに、ISO14001、ISO9001、ISO27001、プライバシーマークを取得して

おり、県内で本市規模以上の自治体で受託実績があり、戸籍事務コンピュータ化研究会に参加している。ま

た、経済産業省の情報セキュリティ監査企業台帳にも申請登録がされていることから、個人情報保護のため

の機密情報セキュリティの徹底が図られている業者である。 

 

以上のことから、事業の特殊性・専門性を鑑み、本業務については地方自治法施行令第１６７条の２第１

項第２号により、富士フイルムシステムサービス株式会社を相手方として業者選定した。 

  


